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主
催
者
を
代
表
し
て
、
ル
ポ
ラ

イ
タ
ー
の
鎌
田
慧
さ
ん
が
「
大
衆

運
動
と
国
会
と
が
連
携
し
原
発
ゼ

ロ
法
案
の
意
義
を
宣
伝
し
て
い

き
、
一
日
で
も
早
く
原
発
か
ら
の

脱
却
を
実
現
し
よ
う
。
そ
の
た
め

に
は
安
倍
政
権
を
打
倒
す
る
こ
と

が
必
要
だ
」
と
挨
拶
し
た
。

「
原
発
ゼ
ロ
・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
に
向
け
た
展
望
と
課
題
」と
題

し
た
講
演
を
、原
発
ゼ
ロ
・
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
推
進
連
盟
の
吉
原
毅
会

長
（
城
南
信
用
金
庫
顧
問
）
が
行
い
、

東
日
本
大
震
災
時
の
東
京
電
力
福

島
第
一
原
発
事
故
に
触
れ
な
が
ら
、

「
今
度
ど
こ
か
で
事
故
が
起
こ
っ
た

ら
日
本
が
消
滅
し
か
ね
な
い
。太
陽

光
や
風
力
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
世
界
的
に
大
き
く
拡
大
し

て
い
る
。原
発
が
な
く
て
も
充
分
や

っ
て
い
け
る
。保
守
と
か
革
新
と
か

言
っ
て
い
る
場
合
で
は
な
く
、国
民

み
ん
な
で
一
刻
も
早
い
原
発
ゼ
ロ

を
」
と
訴
え
た
。

「
原
発
ゼ
ロ
基
本
法
案
」
を
提
出

し
た
政
党
を
代
表
し
て
、
立
憲
民

主
党
の
山
崎
誠
衆
議
院
議
員
と
日

本
共
産
党
の
藤
野
泰
史
衆
議
院
議

員
が
、「
原
発
ゼ
ロ
基
本
法
案
が
、

電
力
の
需
要
量
を
２
０
３
０
年
ま

で
30
％
以
上
削
減
し
、
同
年
ま
で

に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
力

供
給
割
合
を
40
％
以
上
に
拡
大
す

る
。
法
施
行
後
５
年
以
内
に
全
原

発
の
廃
炉
を
す
る
こ
と
を
目
標
に

す
る
法
案
で
あ
る
」
こ
と
を
説
明

し
、
粘
り
強
く
運
動
を
共
に
進
め

る
決
意
を
語
っ
た
。

最
後
に
、
原
発
を
な
く
す
全
国

連
絡
会
の
小
田
川
義
和
さ
ん
が
、

「
原
発
ゼ
ロ
基
本
法
の
成
立
を
求

め
る
世
論
を
高
め
、
そ
の
世
論
を

て
こ
と
し
て
基
本
法
が
成
立
で
き

る
政
府
・
国
会
を
実
現
す
る
こ
と

が
当
面
の
目
標
。
原
発
ゼ
ロ
の
政

府
を
め
ざ
し
て
共
に
闘
お
う
」
と

ま
と
め
た
。

安
倍
政
権
の
今
国

会
の
本
丸
と
言
わ
れ

て
い
た
「
働
き
方
改

革
」
関
連
法
が
６
月

29
日
の
参
院
本
会
議

で
自
・
公
与
党
と
日

本
維
新
の
会
な
ど
の
賛
成
多
数
で

可
決
、
成
立
し
た
▼
国
労
は
同
日
、

参
議
院
強
行
採
決
に
抗
議
す
る
ア

ピ
ー
ル
を
発
し
た
▼
過
労
死
で
身

内
を
失
っ
た
遺
族
ら
は
「
残
念
で

悔
し
い
」「
憤
り
を
感
じ
る
」
と
無

念
の
思
い
が
出
さ
れ
た
。
多
く
の

反
対
の
声
が
あ
る
高
収
入
の
専
門

職
を
労
働
時
間
規
制
の
対
象
か
ら

外
す
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

制
度
（
高
プ
ロ
）
は
、
大
企
業
で
は

来
年
４
月
、
中
小
企
業
で
は
再
来

年
の
４
月
に
導
入
さ
れ
る
▼
高
プ

ロ
で
は
残
業
時
間
な
ど
の
規
制
か

ら
外
れ
、
柔
軟
な
働
き
方
が
で
き

る
代
わ
り
に
、
時
間
外
・
休
日
手

当
は
支
払
わ
れ
な
い
。
政
府
は
「
望

ま
な
い
方
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
」（
安
倍
晋
三
首
相
）
と
し
て

押
し
切
っ
た
▼
政
府
は
同
法
成
立

を
受
け
、
労
使
関
係
者
や
有
識
者

に
よ
る
審
議
会
で
、
年
収
１
０
７

５
万
円
な
ど
の
条
件
や
対
象
業
務

を
検
討
し
、
今
秋
に
基
本
指
針
を

策
定
す
る
予
定
だ
が
、
国
会
審
議

で
は
労
働
者
の
裁
量
権
や
年
収
に

含
ま
れ
る
手
当
の
範
囲
な
ど
、
多

く
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
▼

残
業
時
間
の
上
限
は
月
１
０
０
時

間
未
満
、
２
～
６
カ
月
平
均
80
時

間
、
年
７
２
０
時
間
で
、
違
反
す
れ

ば
罰
則
の
対
象
と
し
て
い
る
▼
政

府
は
今
秋
以
降
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
策
定
し
、
来
年
以
降
の
春
闘
に

反
映
さ
せ
る
と
し
て
い
る
が
、
法

成
立
で
諦
め
ず
、
過
労
死
に
よ
る

犠
牲
者
を
出
さ
せ
な
い
、
健
全
な

働
き
方
で
あ
る
社
会
に
し
て
い
く

た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
労
働
組
合
の

役
割
は
重
要
と
な
る
が
、
ど
れ
だ

け
の
企
業
が
守
れ
る
の
だ
ろ
う

か
。（
裕
）
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６
・
16

九
州
電
力
・
玄
海

原
発
４
号
機
が
再
稼
働
、
新
基

準
下
で
５
原
発
９
基
目
▽
千
葉

で
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
貨
車
脱
線

６
・
17

東
北
新
幹
線
停
電

で
６
時
間
不
通
、
15
万
人
影
響

６
・
18

大
阪
北
部
で
震
度
６

弱
の
地
震
、
４
人
死
亡
、
壁
倒

壊
・
住
宅
被
害
２
万
７
千
超

６
・
20

通
常
国
会
が
７
月

22
日
ま
で
32
日
間
の
会
期
延
長

６
・
21

山
岳
遭
難
者
、
昨
年

は
過
去
最
悪
の
３
１
１
１
人
、

半
数
が
60
歳
以
上
の
中
高
年

６
・
23

沖
縄
慰
霊
の
日
、
翁

長
雄
志
県
知
事
が
改
め
て
辺
野

古
新
基
地
建
設
阻
止
を
表
明

６
・
29

「
働
き
方
改
革
」
関

連
法
が
参
議
院
本
会
議
で
可

決
・
成
立
、
高
プ
ロ
制
度
で
残

業
代
ゼ
ロ
範
囲
拡
大
の
恐
れ
▽

Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
関
連
法
が
成
立
、
医

療
や
農
業
、
食
の
安
全
性
後
退
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主
催
者
を
代
表
し
て
、
東
京
平

和
運
動
セ
ン
タ
ー
の
青
木
正
男
議

長
が
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
連
帯
挨
拶
が
行
わ
れ
、

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
勝
島
一
博
事

務
局
長
は
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
訓
練

エ
リ
ア
や
訓
練
内
容
の
事
例
を
述

べ
な
が
ら
、
全
国
に
展
開
す
る
米

軍
機
の
飛
行
訓
練
を
批
判
し
た
。

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会
の
持
田

明
彦
議
長
は
、
体
験
談
と
し
て
戦

闘
機
の
爆
音
な
ど
に
触
れ
、
沖
縄

と
連
帯
し
共
に
闘
っ
て
い
く
決
意

を
述
べ
た
。

東
京
地
公
労
の
座
光
寺
成
夫
議

長
は
、
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
闘

い
、
来
年
の
統
一
地
方
選
、
参
院
選

に
触
れ
、
闘
い
に
勝
利
し
よ
う
と

呼
び
か
け
た
。

厚
木
基
地
爆
音
期
成
同
盟
の
石

オ
ス
プ
レ
イ
は
危
険

日
本
の
空
を
飛
ぶ
な

東
京
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
、
三
多
摩
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
共
催
の

「
オ
ス
プ
レ
イ
の
横
田
基
地
配
備
に
反
対
す
る
６
・
17
東
京
集
会
」が
、

６
月
17
日
に
東
京
都
福
生
市
・
多
摩
川
中
央
公
園
で
開
催
さ
れ
た
。

郷
岡
忠
男
委
員
長
は
、
厚
木
と
横

田
で
飛
行
展
開
す
る
オ
ス
プ
レ
イ

の
危
険
性
を
訴
え
た
。

地
元
か
ら
は
、
第
９
次
横
田
基

地
公
害
訴
訟
原
告
団
の
福
本
道
夫

団
長
が
、
羽
村
市
の
中
学
校
校
庭

に
米
軍
の
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
が
落
下

し
た
事
件
に
触
れ
、
横
田
で
繰
り

返
さ
れ
る
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
訓
練
に

抗
議
し
た
。

特
別
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
、
沖
縄

平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
の
山
城
博
治

議
長
が
、
闘
い
の
歌
を
披
露
し
な

が
ら
、
安
倍
内
閣
退
陣
を
力
強
く

訴
え
た
。

最
後
に
集
会
決
議
を
参
加
者
の

満
場
の
拍
手
で
確
認
し
、
横
田
基

地
へ
の
デ
モ
行
進
を
行
い
、
沿
道

の
人
々
に
「
オ
ス
プ
レ
イ
来
る

な
！
横
田
に
来
る
な
！
」
と
訴
え

た
。
　
　
　
　

［
東
京
地
本
発
］

原
発
ゼ
ロ
基
本
法
の
制
定
を

め
ざ
す
市
民
の
つ
ど
い

主
催
者
を
代
表
し
て
、
オ
ス
プ

レ
イ
来
る
な
い
ら
な
い
住
民
の
会

の
吉
田
勇
悟
会
長
が
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
立
憲
民
主
党
、
共
産

党
、
自
由
党
、
社
民
党
、
新
社
会
党

の
挨
拶
を
受
け
、
各
団
体
か
ら
の

報
告
が
行
わ
れ
た
。

東
京
都
横
田
基
地
の
地
元
住
民

団
体
か
ら
米
空
軍
の
オ
ス
プ
レ
イ

が
配
備
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
現

状
報
告
。

沖
縄
と
千
葉
を
結
ぶ
会
の
山
口

ち
は
る
さ
ん
は
、「
定
期
機
体
整
備

と
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
で
、
千
葉

が
軍
事
の
最
前
線
に
な
っ
て
し
ま

う
」
危
機
感
と
、「
地
域
で
活
動
す

る
こ
と
が
、
沖
縄
の
基
地
問
題
と

も
つ
な
が
り
支
援
や
連
帯
に
な

る
」
と
述
べ
た
。

安
保
法
制
に
反
対
す
る
マ
マ
の

会
、
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
ミ
サ
イ
ル
は

い
ら
な
い
！
習
志
野
基
地
行
動
実

行
委
員
会
の
報
告
に
続
き
、
平
和

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
勝
島
一
博
事
務
局

長
は
、「
オ
ス
プ
レ
イ
と
低
空
飛
行

に
反
対
す
る
東
日
本
連
絡
会
と
連

携
し
て
、
外
務
省
、
防
衛
省
と
継
続

的
に
交
渉
を
行
い
、
オ
ス
プ
レ
イ

の
問
題
点
を
追
及
し
て
い
る
。
オ

ス
プ
レ
イ
の
飛
行
訓
練
が
全
国
展

開
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と
連
携
を

強
化
し
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
反

対
の
運
動
を
強
化
し
よ
う
」
と
訴

え
た
。

最
後
に
、
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
参

加
者
で
確
認
し
た
後
、
吾
妻
公
園

か
ら
木
更
津
駅
前
ま
で
「
オ
ス
プ

レ
イ
は
危
険
！
」「
ど
こ
に
も
来
る

な
！
」
と
デ
モ
行
進
を
行
い
集
会

を
終
え
た
。

［
千
葉
地
本
発
］

オ
ス
プ
レ
イ
暫
定
配
備
反
対

７
・
１
千
葉
県
民
大
集
会

陸
上
自
衛
隊
の
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
先
と
し
て
、
木
更
津
駐
屯
地
に

暫
定
配
備
の
動
き
が
あ
る
な
か
、「
オ
ス
プ
レ
イ
暫
定
配
備
反
対

７
・
１
県
民
大
集
会
in
木
更
津
」
が
、
７
月
１
日
に
千
葉
県
木
更
津

市
の
吾
妻
公
園
で
開
催
さ
れ
、
労
働
者
・
市
民
２
０
０
０
人
が
参
加

し
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
に
反
対
し
た
。

7・1 千葉県民大集会

オ
ス
プ
レ
イ
の
横
田
基
地
配
備
に
反
対
す
る
６
・
17
東
京
集
会

一刻も早い原発ゼロの実現を

原発ゼロ基本法の制定をめざす市民のつどい

さ
よ
う
な
ら
原
発
１
０
０
０
万
人
ア
ク
シ
ョ
ン
、
原
発
を
な
く
す
全
国
連
絡

会
共
催
の
「『
原
発
ゼ
ロ
基
本
法
』
の
制
定
を
め
ざ
す
市
民
の
つ
ど
い
」
が
、
６

月
28
日
に
東
京
都
中
野
区
な
か
の
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
７
５
０
人

の
労
働
者
・
市
民
が
参
加
し
た
。

国労第87回
定期全国大会
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伊東市・ホテル聚楽



２０１８年７月１８日（水曜日）
毎月３、１８日発行
１  部  ４０  円（ ） 第３２１６号（ ２ ）

主
催
者
を
代
表
し
て
、
平
和
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
藤
本
泰
成
共
同
代
表

が
、「
６
月
12
日
、
史
上
初
の
米
朝

首
脳
会
談
が
開
催
さ
れ
、
共
同
宣

言
に
両
首
脳
が
署
名
し
た
。
朝
鮮

半
島
の
非
核
化
と
平
和
構
築
に
向

け
て
、
一
歩
踏
み
出
し
た
歴
史
的

宣
言
で
あ
り
、
宣
言
の
履
行
を
求

め
て
行
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、「
日
朝
国
交
正
常
化
に

向
け
て
」
と
題
し
て
、
東
京
大
学
の

和
田
春
樹
名
誉
教
授
の
報
告
を
受

け
た
。
報
告
で
は
、「
日
本
が
米
軍
の

占
領
下
に
あ
っ
た
時
に
朝
鮮
戦
争

が
勃
発
し
、日
本
の
意
思
決
定
で
は

な
か
っ
た
が
、横
田
基
地
・
嘉
手
納

基
地
か
ら
空
爆
機
が
飛
び
立
つ
な

ど
、
米
軍
の
支
援
と
い
う
形
に
な

り
、北
朝
鮮
か
ら
日
本
は
敵
国
と
見

な
さ
れ
た
。戦
争
状
態
の
な
か
発
生

し
た
拉
致
問
題
を
、安
倍
政
権
は
最

重
要
課
題
と
し
、拉
致
問
題
の
解
決

な
し
に
国
交
正
常
化
は
な
い
と
し

て
い
る
が
、そ
の
姿
勢
を
貫
く
限
り

日
朝
国
交
正
常
化
は
進
ま
な
い
」と

述
べ
ら
れ
た
。

ピ
ー
ス
デ
ポ
特
別
顧
問
の
梅
林

宏
道
さ
ん
か
ら
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
を
使
っ
て
、「
米
朝
サ
ミ
ッ
ト

後
の
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和
」
と
題

し
て
、
２
０
１
７
年
５
月
９
日
の

文
在
寅
韓
国
大
統
領
誕
生
か
ら

６
・
12
サ
ミ
ッ
ト
に
至
る
経
過
か

ら
、
朝
鮮
半
島
非
核
化
交
渉
の
歴

史
と
教
訓
な
ど
詳
細
な
説
明
を
受

け
た
。

最
後
に
、
立
教
大
学
の
石
坂
浩

一
準
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
、
報
告
さ
れ
た
和
田
名
誉
教
授

と
梅
林
特
別
顧
問
を
パ
ネ
ラ
ー

に
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
今
大
切
な
こ
と
が
、
日
朝
平
壌

宣
言
の
誠
実
な
履
行
を
相
互
で
確

認
し
、
国
交
正
常
化
を
優
先
さ
せ

る
こ
と
。
そ
の
先
に
拉
致
問
題
な

ど
未
整
理
の
課
題
も
解
決
さ
れ
る

と
語
ら
れ
た
。

◎
東
日
本
本
部
　
東
京
地
本

上
野
支
部
　
我
孫
子
保
線
技
術

セ
ン
タ
ー
　
白
井
亮
さ
ん
　
26

歳
　
未
加
入
　
７
月
１
日
付

◎
東
日
本
本
部
　
東
京
地
本

神
奈
川
地
区
本
部
　
大
船
支
部

本
郷
台
駅
分
会
・
新
杉
田
駅

高
橋
隆
弘
さ
ん

60
歳
　
東
労

組
　
７
月
１
日
付

◎
東
日
本
本
部
　
千
葉
地
本

千
葉
分
会
・
千
葉
駅
　
55
歳

未
加
入
　
７
月
４
日
付

組
織
拡
大

速報

日
朝
国
交
正
常
化
連
絡
会
主
催
の
緊
急
集
会「
日
朝
国
交
正
常

化
交
渉
を
再
開
せ
よ
！
」
が
、
６
月
25
日
に
東
京
都
連
合
会
館
に

て
開
催
さ
れ
た
。

【
政
府
・
与
党
は
、「
働
き
方
改
革
」

関
連
法
案
の
採
決
を
昨
夜
の
参
議

院
厚
生
労
働
委
員
会
で
強
行
し
、

翌
６
月
29
日
の
参
議
院
本
会
議
で

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
・
成
立
さ

せ
た
】

「
働
き
方
」
は
す
べ
て
の
国
民
に

密
接
に
関
わ
る
重
要
課
題
で
あ

り
、
衆
議
院
に
続
き
、
審
議
不
十
分

な
な
か
で
参
議
院
で
も
採
決
を
強

行
し
た
暴
挙
は
断
じ
て
許
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
し
か
も
、
森
友
・

加
計
疑
惑
の
真
相
が
ま
す
ま
す
明

る
み
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
疑
惑
の
解
明
に
フ
タ
を
し

た
ま
ま
、
長
時
間
労
働
を
助
長
し
、

過
労
死
を
促
進
す
る
「
高
度
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
」
の
創
設

を
含
む
悪
法
を
力
ず
く
で
押
し
通

し
た
安
倍
政
権
の
強
権
的
な
姿
勢

は
、
厳
し
く
批
判
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

与
党
は
残
業
時
間
の
罰
則
付
き

上
限
規
制
を
引
き
合
い
に
し
つ

つ
、「
働
い
た
時
間
で
は
な
く
成
果

で
評
価
す
る
制
度
へ
働
き
方
を
変

え
る
改
正
だ
」
と
自
画
自
賛
し
て

法
案
採
決
の
強
行
を
正
当
化
し
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
実
は
年
７

２
０
時
間
、
単
月
１
０
０
時
間
未

満
、
複
数
月
平
均
80
時
間
の
残
業

を
認
め
、
極
め
て
不
十
分
な
規
制

水
準
で
あ
る
。
加
え
て
、
事
実
上
、

残
業
時
間
の
罰
則
付
き
上
限
規
制

も
な
い
に
等
し
い
過
労
死
ラ
イ
ン

の
残
業
を
容
認
す
る
適
用
除
外
業

種
も
多
い
。
し
か
も
残
業
１
０
０

時
間
相
当
で
産
業
医
の
面
接
を
受

け
て
も
、
そ
の
ま
ま
働
か
せ
、
残
業

２
０
０
時
間
に
な
っ
て
も
良
い
と

す
る
も
の
で
、
月
の
は
じ
め
に
４

日
間
休
ま
せ
れ
ば
、
あ
と
は
月
末

ま
で
ず
っ
と
休
憩
な
し
の
24
時
間

勤
務
を
連
日
に
わ
た
り
求
め
る
こ

と
も
法
律
上
可
能
に
な
る
。
ま
た

年
収
１
０
７
５
万
円
の
「
見
込
み
」

と
し
た
う
え
で
、
所
定
労
働
時
間

を
１
日
24
時
間
労
働
に
設
定
し
た

契
約
を
交
わ
し
、
勤
務
時
間
実
績

が
契
約
時
間
（
６
２
６
４
時
間
）
に

不
足
し
て
い
れ
ば
、「
欠
勤
控
除
」

と
し
て
減
額
す
る
と
い
う
や
り
方

も
違
法
で
は
な
く
な
る
。
さ
ら
に

建
設
業
や
自
動
車
運
転
業
務
な
ど

猶
予
や
除
外
の
職
種
も
あ
い
ま
い

な
ま
ま
残
さ
れ
、
審
議
で
は
月
を

ま
た
げ
ば
、
30
日
で
１
５
０
時
間

の
残
業
も
可
能
と
な
る
抜
け
道
も

明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
で
は
、
長

時
間
残
業
に
「
お
墨
付
き
」
を
与

え
、
過
労
死
ラ
イ
ン
の
残
業
を
容

認
し
た
の
と
同
じ
で
あ
る
。

な
か
で
も
危
惧
さ
れ
る
の
は
、

高
プ
ロ
の
要
件
と
さ
れ
る
年
収
１

０
７
５
万
円
以
上
も
法
律
の
規
制

事
項
で
は
な
く
、
一
方
で
日
本
経

団
連
が
年
収
４
０
０
万
円
以
上
に

改
め
る
よ
う
求
め
て
い
る
点
か
ら

も
、
一
度
導
入
さ
れ
れ
ば
、
国
会
審

議
を
通
さ
ず
に
省
令
で
拡
大
さ
れ

る
お
そ
れ
が
現
実
の
も
の
と
な
る

こ
と
で
あ
る
。

加
藤
厚
生
労
働
大
臣
の
意
図
的

な
論
点
の
す
り
替
え
や
は
ぐ
ら
か

し
、「
個
別
の
事
案
」
へ
の
答
弁
拒

否
な
ど
政
府
・
与
党
側
は
一
貫
し

て
不
誠
実
な
答
弁
を
続
け
、
質
疑

を
混
乱
さ
せ
て
き
た
。
働
く
者
の

命
と
健
康
を
預
か
る
べ
き
厚
労
相

の
不
適
格
な
答
弁
に
よ
っ
て
も
、

長
時
間
労
働
を
助
長
し
、
過
労
死

を
促
進
す
る
「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
制
度
」
の
持
つ
危
険
性

が
ま
す
ま
す
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。痛

ま
し
い
過
労
死
や
過
労
自
殺

が
相
次
ぎ
、
重
大
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
今
日
、
労
働
者
の
健

康
と
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
最

低
限
の
ル
ー
ル
で
あ
る
労
働
条
件

を
守
る
べ
き
法
的
規
制
が
揺
る
が

せ
に
さ
れ
る
こ
と
は
断
じ
て
許
さ

れ
な
い
。
国
労
は
、
企
業
の
た
め
の

「
働
か
せ
方
改
革
」
で
は
な
く
真
に

働
く
者
の
た
め
の
働
き
方
改
革
の

実
現
に
向
け
、
す
べ
て
の
仲
間
と

と
も
に
米
国
を
除
く
11
カ
国
に
よ

る
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
11
）
か
ら
の
一
刻
も
早
い
離

脱
と
あ
わ
せ
、
健
康
で
安
心
し
て

働
き
続
け
ら
れ
る
た
め
の
実
効
性

あ
る
法
整
備
を
求
め
て
全
力
で
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
も
の
で
あ

る
。

２
０
１
８
年
６
月
29
日

国
鉄
労
働
組
合
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『
働
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緊急集会

朝
鮮
半
島
の
非
核
化
と

平
和
構
築
の
た
め
の
歴
史
的
宣
言

緊
急
集
会
で
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

【
指
示
第
73
号
　
２
０
１
８
年
７

月
12
日
】

「
西
日
本
豪
雨
災
害
」

緊
急
激
励
カ
ン
パ

に
つ
い
て

⑴
　
カ
ン
パ
に
つ
い
て
、
組
合
員

一
人
１
０
０
０
円
を
目
標
と
し
て

取
り
組
む
こ
と
。
但
し
、
各
級
機
関

に
所
属
す
る
組
合
員
の
う
ち
、
被

災
者
に
つ
い
て
は
徴
収
範
囲
か
ら

除
外
す
る
。

⑵
　
会
計
処
理
の
取
り
扱
い
上
、

北
海
道
本
部
、
四
国
本
部
、
九
州
本

部
に
つ
い
て
は
エ
リ
ア
本
部
、
そ

の
他
の
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
地
方

本
部
毎
に
集
約
し
、
下
記
口
座
に

振
り
込
む
こ
と
。
な
お
、
集
約
し
た

内
容
に
つ
い
て
は
各
エ
リ
ア
・
地

方
本
部
毎
に
本
部
に
報
告
す
る
こ

と
。

[

振
込
先]

【
支
店
名
】

中
央
労
働
金
庫

新
橋
支
店
（
店
番
　
２
８
９
）

【
口
座
番
号
】

普
通
　
１
０
０
０
３
１
１

【
口
座
名
】

国
鉄
労
働
組
合

⑶
　
集
約
日
は
８
月
末
日
ま
で
と

す
る
。

⑷
　
集
約
さ
れ
た
カ
ン
パ
に
つ
い

て
は
、
西
日
本
本
部
な
ら
び
に
四

国
本
部
お
よ
び
九
州
本
部
と
も
協

議
し
た
上
で
取
り
扱
い
を
行
う
も

の
と
す
る
。


